


わが国の先進化,工業化,さらに生活圏の都市化に伴って,生活一般は豊かになったが,小児

の生活環境は急速に変化し,その結果として,小児科学,育児学,保育学,さらに教育学の実

践的な分野で多くの問題がみられている。例えば,親子関係の失調,虐待児問題,心身障害児

の療育,育児障害,さらに委託育児・登校拒否，暴力などはその代表であろう。これらの問

題を解決するためには小児科学や医学のみでは充分でなく,保育学,教育学,心理行動科学

などと連絡して,問題を包括的にとりあげなければならない。 

本研究班は昭和 55 年に母子相互作用,motherinfant interaction ならびに親子関係を中心

として妊娠,分娩,出生の時点より乳児幼児の育児,保育のあり方を産科学的,小児科学的,

発達心理学的,行動科学的,さらに教育学的に研究し,あわせて,その社会的意義を調査分析

することを目的として発足し第 2年度を終了した。 

第 2年度も班員は全国の関係分野の専門家から選び,小児科学者 21 名,産科学者 4名,心理

・教育・保育学者 7名,その他 4名,計 36名をもって編成した。さらにこの問題に関心のあ

る学識経験者 5名を評価委員に依頼した。 


